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連結子会社の異動（株式譲渡）に関するお知らせ 

 

当社は、2021 年 12 月 10 日開催の取締役会において、下記のとおり、当社の 100％子会社である株

式会社ジェネティックラボ（以下、「ジェネティックラボ」という。）の全株式を譲渡することについて

決議いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

 

１．株式譲渡の理由 

 当社グループでは、創薬支援事業の成長戦略として、創薬におけるあらゆるステージに対応できるシ

ームレスなサービスを提供すべく、事業の補完・強化を目的とした M&A を実施してまいりました。こ

の一環として、2013 年 7 月に検査・解析事業を展開するジェネティックラボの株式を取得し、その後

当社の 100％子会社といたしました。ジェネティックラボでは、今般の新型コロナウイルス感染拡大を

背景に、保有する技術と知見を活かした PCR 検査を昨年から開始し、当該検査受託数の増加によって

過去最高の業績をもたらす等、当社グループに大きく貢献してまいりました。一方で、検査・解析業界

を取り巻く昨今の環境変化は激しく、競合他社との価格競争や差別化及び品質向上に向けた最新機器に

対する投資等が経営課題となっておりました。また、当社グループでは、創薬支援事業の基幹事業であ

る CRO 事業とジェネティックラボが営む検査・解析事業との連携に関する取り組みを継続的に実施し

てまいりましたが、主に顧客企業が組織的及び機能的に分業体制となっていることに起因して、フェー

ズを跨る連続性のある試験の受注に至ることは少なく、両事業の相乗効果は部分的な実現に留まってお

りました。 

他方、CRO 事業を取り巻く環境は、一昨年からの世界的パンデミックの中で、コロナ治療薬の迅速な

開発と承認が求められたことを契機に、難治性疾患を含む様々な領域において、製薬企業や創薬ベンチ

ャーはこれまで以上に迅速かつ革新的な治療薬開発を目指してきています。この状況を受け、当社グル

ープの CRO 事業においては、創薬開発ステージにおける技術革新や開発スピードに対応するための最

新試験機器の導入を加速し、また、優秀な人材の確保及び育成に向けた継続的投資を行っていくことが

不可欠となっております。加えて、当社グループの強みである遺伝子改変技術や生殖技術を活かした治

療薬開発に有効なモデル動物の開発及び導入や、抗体医薬や核酸医薬の開発に必要不可欠な霊長類をは

じめとした大動物を効率的かつ安定的に確保し、スムーズな試験実施が可能となる事業モデルの構築も

重要な経営課題であると認識しております。更には、当社グループは SDGs※1の目標に掲げられている

「すべての人に健康と福祉を」の実現のため、地球規模での環境負荷軽減を可能とする農薬・素材等の

化学物質の開発が喫緊の課題であると捉えており、環境試験領域での試験メニューの拡充や新規試験技

術開発等への投資について積極的に行っていくことが必要だと考えております。 

 こうした状況を踏まえ、当社グループの継続的企業価値向上の実現、及び当社グループ創薬支援事業

における選択と集中について慎重に検討した結果、今後の当社グループ及びジェネティックラボの新た

なるステージでの発展を実現するために、分析とラボサービスの分野ではグローバルリーダーであり世

界有数の施設群を有する Eurofins group※2傘下の Eurofins Clinical Testing Japan Holding 株式会社

にジェネティックラボの全株式を譲渡することを決議いたしました。 

 

 今回の株式譲渡を機に、当社グループは、創薬支援事業の経営資源を CRO 事業に集中し、SDGs が

実現した社会に向けて貢献してまいります。 



 

※１ SDGs（Sustainable Development Goals）とは、2015 年 9 月の国連総会にて採択された開発目 

「2030 年までに世界の貧困を終わらせ、持続可能な世界を実現する」で、貧困、不平等・格差、気

候変動による影響など、世界のさまざまな問題を根本的に解決し、すべての人たちにとってより良

い世界をつくるために設定された、世界共通の 17 の目標です。 

※２ Eurofins group は、食品・環境・医薬品分析においてグローバルリーダーです。ジェノミクス・

ファマディスカバリー、薬効薬理、フォレンジック、マテリアルサイエンス分野ではマーケットリ

ーダーの 1 社となっており、特定の遺伝子臨床試験ではプレゼンスを高めております。世界 50 カ

国に 900 以上のグループのラボがあり 55,000 人の社員がおり、（2021 年 8 月現在）、200,000 通

り以上の分析項目・手法を採用しており、年間 4 億 5,000 万件を超える試験を実施しています。 

 

２．異動する子会社（株式会社ジェネティックラボ）の概要 

（１） 名 称 株式会社ジェネティックラボ 

（２） 所 在 地 北海道札幌市中央区北 9 条西 15 丁目 28 番地 196 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 福永 健司 

（４） 事 業 内 容 遺伝子発現解析事業・先端医療開発事業・病理学的診断事業など 

（５） 資 本 金 1 億円 

（６） 設 立 年 月 日 2000 年 9 月 1 日 

（７） 大株主及び持株比率 株式会社トランスジェニック 100% 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 当社の 100%出資する子会社です。 

人 的 関 係 
当社取締役 2 名が取締役を兼務するほか、当社取締

役 1 名が監査役を兼務しております。 

取 引 関 係 
当社と当該会社との間で、経営指導契約を締結して

おります。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2019 年 3 月期 2020 年 3 月期 2021 年 3 月期 

 純 資 産 343 百万円 349 百万円 753 百万円 

 総 資 産 543 百万円 972 百万円 1,856 百万円 

 １ 株 当 た り 純 資 産 2,957 円 3,002 円 9,152 円 

 売 上 高 816 百万円 866 百万円 1,697 百万円 

 営 業 利 益 36 百万円 22 百万円 760 百万円 

 経 常 利 益 48 百万円 20 百万円 759 百万円 

 当 期 純 利 益 44 百万円 5 百万円 608 百万円 

 １株当たり当期純利益 384 円 45 円 5,229 円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 －円 －円 1,300 円 

 

３．株式取得の相手先の概要 

（１） 名 称 Eurofins Clinical Testing Japan Holding 株式会社 

（２） 所 在 地 東京都新宿区余丁町 10 番地 10 新宿余丁町ビル 4 階 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 青山 倫也 

（４） 事 業 内 容 
適法な事業を営む会社の株式・持分を保有することによる当該会社

の事業活動の支配及び管理、付帯事業 

（５） 資 本 金 45,000 円※ 

（６） 設 立 年 月 日 2021 年 11 月 29 日 

（７） 大株主及び持株比率 Eurofins Clinical Testing Lux Holding Sarl 100% 

（８） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者へ

の該当状況 
該当事項はありません。 

※ 今後、Eurofins Clinical Testing Lux Holding Sarl より 2021 年 12 月末までに約 4 億円増資予定 



 

４．譲渡株式数，譲渡価額及び譲渡前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 82,328 株（100%） 

（２） 譲 渡 株 式 数 82,328 株（100%） 

（３） 譲 渡 価 額 3,212 百万円※ 

（４） 異動後の所有株式数 
0 株 

（議決権所有割合：0％） 

※ 譲渡価額は、2021 年 9 月末時点におけるジェネティックラボの純資産価額等に基づき算定された価

額であり、株式譲渡契約に定める「クロージング日におけるネット・アセット調整の確定に係る手

続」等の影響により、株式譲渡実行日（2022 年 1 月 1 日）における譲渡価額が変動する可能性があ

ります。 

 

５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2021 年 12 月 10 日 

（２） 契 約 締 結 日 2021 年 12 月 10 日 

（３） 株 式 譲 渡 実 行 日 2022 年 01 月 01 日（予定） 

 

６．特別利益の計上及び今後の見通し 

本件株式譲渡に伴い、ジェネティックラボは、第４四半期連結会計期間より、当社連結子会社ではな

くなることとなり、2022年３月期連結決算において、関係会社株式売却益として現段階の概算で約1,450

百万円の特別利益を計上する見込みです。 

本件による影響は 2021 年 11 月 12 日付で公表した「通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」の

通期連結業績予想には織り込んでおりません。本件による当社の今期連結業績に与える影響については、

現在精査中であり、適時開示が必要になった場合には速やかにお知らせいたします。 

 

 

（参考）当期連結業績予想（2021 年 11 月 12 日公表分）及び前期連結実績 

 
連結売上高 

（百万円） 

連結営業利益 

（百万円） 

連結経常利益 

（百万円） 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

（百万円） 

当期連結業績予想 

（2022 年３月期） 
13,400  2,100 2,000 1,200 

前期連結実績 

（2021 年３月期） 
11,046  893 891  546 

 

 

以上 


